
B,KawamotoY,MalaivijitnondS(2009)Diversity

andconservationstudyinLaoPDR:Nextstep.The

2ndlntemationalSymposiumonSoutheastAsian

PrimateResearch"BiodiversityStudyorPrimatesin

Laos''FacultyofScience(2009/01,Ⅵentiane).

ll)Kawai S, Kawamoto Y (2009) Molecular

evolutionarystudiesofthefascL'cularL'sgroupof

macaques and whole一genome sequenclng Or

mitochondriafortheJapanesemacaque(Macaca

fusca(a)andtherhesusmacaque(M.mulct(a).The

2ndlntemationalSymposium onSoutheastAsian

- PrimateResearch"BiodiversityStudyofPrimatesin

Laos''FacultyofScience(2009/01,Vientiane).

12)Malaivijitnond S,Thkenaka 0,Kawamoto Y,

HamadaY(2009)Useormolecularandserological

techniquestosolvetheproblemofhybridization.The

2mdlntemationalSymposium onSoutheastAsian

PrimateResearch"BiodiversityStudyorPrimatesin

Laos"FacultyorScience(2009/01,Vientiane).

13) 須賀丈,田中洋之,丑丸敦史,湯本資和 (2009)

長野県における希少マルハナバチ類の分布特性.

第56回日本生態学会大会 (2009/03,岩手).

14) 田中洋之,伊藤誠夫,湯本貴和 (2009)東アジア

産ナガマルハナバチ亜属のDNA分類.第56回日

本生態学会大会 (2009/03,岩手).

15) 田中美希子,田中洋之,平井啓久 (2009)チャイ

ロキツネザル種間雑種個体群の迫伝分析.第 56

回日本生態学会大会 (2009/03,岩手).
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系統発生分野

高井正成 (教授),西村剛 (准教授),江木直子 (助

教),荻野慎太郎 (教務補佐員),伊藤毅,zinMaung

MaungThein,西岡佑一郎 (大学院生)

<研究概要>

A)東部ユーラシア地域における新第三紀の霊長類進化

に関する研究

A-1)オナガザル上科の進化に関する研究

高井正成,西村剛,江木直子,ZinMaungMaungThein,

伊藤毅,西岡佑一郎

中央ユーラシアで見つかっているParapresbytis(コ

ロブス亜科),ユーラシア大陸の広域で見つかっている

大 型 オrナ ガ ザ ル 臥 科 (p,ocynocephalus と

ParadolL'chopithecus),東ユーラシアで見つかっているマ

カク類などに関して古生物学的な解析を行い,それらの

系統位置や古生物地理などを明らかにした.

A-2)束アジアのマカク頭骨化石の形態学的研究

伊藤毅,西村剛,高井正成

ベ トナム北部 トウンランの後期更新世と見られる

堆積物から見つかったマカク頭骨化石の内部構造と外

衣形態を現生種と比較し系統解析を行った.化石柾を含

めたマカク属を対象に,CTを用いた頭骨内部構造の解

析と幾何学的形態測定を用いた頭骨および歯牙の解析

を行った.

A-3)台湾から見つかっているオナガザル科化石の研究

荻野慎太郎,高井正成

台湾南部の中期更新世の地層から見つかったオナ

ガザル科のものと考えられる遊離歯化石の記軌 ならび

に古生物地理学的研究を行った.

A-4)日本列島における第四紀のニホンザルの進化に関

する古生物学的研究

西岡佑一郎,高井正成,西村剛,伊藤毅

日本列島の第四紀の洞窟 ･裂っか堆積物,および縄

文追跡から見つかっているニホンザル化石を解析し,そ

の形態的変化と地理的分布の変遷に関して,古生物学的

に検討した.



B)東部ユーラシア地域における昔第三紀の霊長類進化

に関する研究

柄井正成,西村剛,江木直子,ZinMaungMaungTllein,

伊藤毅,西岡佑一郎

ミャンマー連邦中央部のボンダウン地域に広がる

中期始新世末の地屑を対射 こして,詔艮析化石の発掘を

目的とした調充をおこなった.同地域から見つかる化石

韮長矧 ま,原始的な曲外泊igiとl'l独和の中間的な形態を

示し,宍校規の起沢地と起沢時期に関するgfa中に大きな

貢献をした.

C)南米大陸における第三紀の化石霊長類の研究

高井正成,西村剛

南米大陸各地の第三紀の地層から発見された化石

広舟猿桁の形態学的および系統的な解析をおこなった.

特にコロンビア国南部のラベンタ地域から発見された

中期中新世の化石霊長規と,ボリビア国中部のサジャ地

域から発見された漸新世末期の化石霊長桁を対象に研

究を行った.

D)チンパンジーにおける声道形状の発達変化に関する

研究

西村剛,三上章允 (行動発現分野),鈴木樹理 (人類進

化モデル研究センター),宮部缶子 (人類進化モデル研

究センター),松沢哲郎 (思考言語分野),友永雅己 (忠

考言語分野),林美里 (思考言語分野)

ヒトの話 しことばの発達の韮盤である声道形状の

発達変化の進化を明らかにするため,引き続きチンパン

ジーを対象に定期的に頭頚部の MRI撮像を行い,コド

モ期の発達変化の比較分析を行った.

E)ヒト以外の霊長類における音声器官の形態と音声生

理に関する実験的研究

西村剛,香田啓丹 (認知学習分野)

テナガザル桁の喉頭部標本の収典に努め,収典標本

の比較解剖により属問変共を明らかにした.また,ヒト

以外の霊長規における音戸生理とその制御を明らかに

するために,ニホンザルを対毅に- リウム･酸素混合気

体条件下での音声データを収処し,音響分析を行った.

F)霊長類の四肢骨内部構造の変異

江木直子

microCTによる撮像データを用いて,四肢骨の内部

-34-

構造の郎折を行った.小型～中型正長類の上腕骨肘関節

部の種閃変苑を,食肉糊と比較し,撤密骨骨量や骨梁異

方性と運動行動との相関が両肴で共通 して見られるこ

とを明らかにした.また,ニホンザルの胎児から成体ま

での睦骨を観察し,内部構造の成長変化と運動行動発達

との関係を検討 した.

G)霊長類四肢の力学モデルの構築

江木直子

盃長頬における四肢骨形態や姿勢の違いと骨にか

かる荷fEとの関係を力学的に検討するために,筋骨格系

の数班モデルの構築を行っている.筋 ･靭帯がついた交

連標本のCT画像から骨格部のモデルを作成し,ここに

剖出した筋肉のサイズや付弟位置情報を付加した.オマ

キザルを一般的な盟長籾として,モデル構築の作業を行

っており,また本年度は特殊な迎助行動をするものとし

て,テナガザルのデータを収兆した.

H)霊長類以外のほ乳類を主な対象とした古生物学的研

究

H-I)古第三紀噴乳類相の解析

江木直+,高井正成,zinMaungMaungTheirL閥松虫:(形

態進化分野)

古郡三紀 (6500万年前～2400万咋前)の随楼脊椎

動物相を解析することによって,輔乳規の進化の失態を

明らかにすることを目指している.本年度は,① ミャン

マーのボンダウン屑での発掘調査,②ボンダウン屑,ク

ラビ炭鉱 (タイ),エルギリンゾ一層 (モンゴル)から

産出した食肉類化石の系統分類学的検討と記収,③アジ

ア東部の古第三紀肉食晴乳類相の比較解析を行った.

Hl2)ミャンマー中部における中新世から文新世の偶蹄 r

類を中心とした進化プロセスに関する古生物学的研究

ZinMaungMaungThein,前非正成

ミヤンマ丁の新節三紀輔乳規生屑序の解明を目由

し,中新世から更新世に生息していた晴乳類相の形態,

系統と進化に関する研究を行っている.特にイノシシ科

とカバ科の化石種を対象に,系統分類学的位置とその進

化過程について検討をおこなった.

H-3)ミャンマー中部チャインザウク地域の新第三紀噴

乳類相の解析

zinMaungMaungThein,高井正成



ミャンマー中部チャインザウク地域に分布する新

第三紀の陸生化石噛乳類相の解析を行っている.特に酸

素と炭素安定同位体を用いてチャインザウク動物相の

古環境や古生態に関する研究を行った.

H-4)アジアにおける新第三紀サイ化石の研究

zinMaungMaungThe主n,高井正成

神奈川県中郡大磯町西小磯の海岸に露出する大磯

眉 (およそ800万年前)から産出したサイ化石の系統解

析を行った.またミャンマーの新第三紀地層から産出し

たサイ化石を中心に新第三紀におけるアジアの噛乳類

の移動や環境変化に関する解析を行った.

H-5)ミャンマー中部のイラワジ層から産出した後期中

新世～前期鮮新世の宙歯類

西岡佑一郎,zinMaungMaungThein,高井正成,江木直

千

ミャンマー中部チャインザウク地域の下部イラワ

ジ屑 (後期中新世～前期鮮新世)から発見された苗歯類

化石の記載を行った.外部形態の比較から本化石を旧世

剃 こ分布するヤマアラシ属 (Hystrbc)の新種と同定し,

系統分類学的位置を検討した.

ll･6)トランスバイカル地域鮮新統産出の噛乳類化石相

の解析

荻野慎太郎,高井正成

シベ リア のバ イカル湖 南東岸 の ウ ドゥンガ

(Udunga)地域の中期鮮新世 (約 350万年前)の地層か

ら超出した噛乳類化石の解析を行っている.国内外の共

同研究者とともに,霊長類 1種,歯歯類 7種,兎類 4種,

食肉類 11種,長鼻類 2種,奇蹄類 5種,偶蹄類 9種を

含む噛乳頬相について古生物学的解析と記載を行った.

H-7)東北部九州からみつかっている中期更新世松ヶ江

動物群の研究

荻野慎太郎

北九州市の石灰岩採石場から産出した中期更新世

(約 40万年前)の洞窟堆積物中から見出された晴乳類

化石群の 13種について記載を行い,日本列島の現生晴

乳動物相の成立過程について考察した.
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<研究業績>

原著論文

1) NishimuraTD,SenutB,PrieurA,TreilJ,TdkaiM

(2009)NasalarchitectureofParadolL'chopL'thecILS

awernensL'S(latePliocene,Seneze,France)andits

phyleticimplications.JoumalorHumanEvolution

56(2):213-217.

2) OginoS,OtsukaH.(2008)NewmiddlePleistocene

Galictini(Mustelidae,Carnivora)fromtheMatsugae

cave deposits,Northem Kyushu,WestJapan.

PaleontologicalResearch12(2):159-166.

3) Zin-Maung-Maung-Thein,TakaiM,TsubamotoT,

Thaung-Htike,EgiN,Maung-Maung(2008)Anew

speciesofDicerorhif7uS(Rhinocerotidae)from the

Plio-Pleistocene or Myanmar. Palacomtology

51(6):1419-1433.

総説

1) 西村剛 (2008)話 しことばの起源と盃長頬の音

声一古人類学 と生物音響学-.Anthropological

Science(JapaneseSeries)116(1):1-14.

2) 荻野慎太郎 (2009)グリソン類 (イタチ科,食肉

目)の分類の現状.化石 85:54-62.

報告

I) FukuchiA,Nakaya H,TakaiM,Ogino S,

MaschenkoEN(2009)Apreliminaryreportonthe

Pliocenerhinocerosfrom Udunga,Transbaikalia,

Russia.AsianPaleoprlmatOlogy5:61-98.

2) KawamuraY,TakaiM (2009)Pliocenelagomorphs

androdentsfrom Udunga,Transbaikalia,eastem

Russia.AsianPaleoprlmatOlogy5:15-44.

3) Nakaya H,TAkaiM,FuknchiA,Ogino S,

MaschenkoEN(2009)Apreliminaryreportonsome

fossil mammals (Equidae, Perissodactyla and

Hyracoidea)from the Pliocene Udunga fauna,

Transbaikalia,Russia. Asian paleoprlmatOlogy

5:99-104.

4) Ogino S,Nakaya H,TakaiM,FukuchiA,

MaschenkoEN (2009)Notesoncamivorefわssils

fromthePlioceneUdungafauna,Transbaikalarea,

Russia.AsianPaleoprlmatOlogy5:45･60.

5) 0ginoS,Takai M,MaschenkoEN,NakayaH,

HongoH (2009)Artiodactylspecimensfrom the

Udungafauna.AsianPaleopnmatology5:I05-129.

6) TakaiM,Maschenko EN (2009)ParapresbytL'S

eohanuman:thenorthemmostmonkey from the

PlioceneorTransbaikalia.AsianPaleoprlmatOlogy

5:1-14.



若布 (分担軌範)

1) NishimuraT(2008)Understandingthedynamicsor

prlmateVOCalizationanditsimplicationsfわrthe

evolutionofhumanspeech.(TheOriginsof

Language)(ed.MasatakaN)p.111-lュo

'Springer･Verlag.

学会発表

1) EgiN,TsubamotoT,NakayaH,KunimatsuY,Takai

M(2008)CamivoranS什omthePondaung(Myanmar)

andKrabi(Thailand)faunas:changeoftaxonomic

diversityinthemiddletolateEoceneofSoutheast

Asia.68thAnnualMeeting,SocietyofVertebrate

Paleontology(2008/10,Cleveland,USA).

2) KondoS,NaitohM,Futagami C,HanamuraH,Goto

K,ArijiE,TakaiM (2008)Observationofextemal

protuberanceofthemandiblein Taiwanmacaque

(Macaca cyclopL'S)using computed tomography

imaglng.14thInternationalSymposium onDental

Morphology(2008/08,Greifswatd,Germany).

3) OginoS,OtsukaH,TakaiM (2008)TherlrSt

discoveryoffossilcolobinemonkeyfromtheEarly

Pleistocene of Taiwan.Society of Vertebrate

pateontology 68th annual meeting (2008/10,

clei,eland,USA).

4) TakaiM,JimC(2008)Paleobiogeographicalanalysis

orcercopithecinemonkeysinChinaJntemational

ConferenceinCommemorationoftheloth

AniversaryoftheDiscoveryoftheRenzidongCave

andtheAn nualMeetingofthe

Paleoanthropology-PaleolithicArcheologySociety

andStratigraphy-PaleontologySocietyunder

ChineseAssociationforQuaternaryResearch

(2008/05,Fanchang,Anhui,China).

5) TakaiM,NishimuraT,ShigeharaN,SetoguchiT

(2008)Meaningorthecaninesexualdimorphismin

fossilowlmonkey,AotlLSdtlndenst'sfromtheMiddle

MioceneofLaVenta,Colombia.14thInternational

SymposiumonDentalMorphology(2008/08,

Greifswald,Germany).

6) Zin-Maung-Maung-Thein,TakaiM,UnoH.WynnI,

EgiN,TsubamotoT,NishimuraT,SaegusaH,

Thaung-Htike,Ito T (2009)Paleoenvironmental

analysISOrthelateNcogeneChaingzaukfaunaof

Myanmarusingstableisotopeortoothenamel.日本

古生物学全卵 158回例会 (2009/01-02,那覇).

7) 江木直子,中務f!人,荻原直道 (2008)関節部内

部稲造の種問変異の一般性 :霊長類と食肉類の

比較.節 24回日本霊長類学会大会 (2008/07,東

京).
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8) 江木*Lu.千,荻原直道,矢野航 (2008)ニホンザル

軽骨内部構造の胎児1g)から幼児期における成長

変化.卯 62回日本人析学会大会 (2008/10-ll,名

古屋).

9) 福地花,仲谷英夫,m;井正成,荻野慎太郎,マシ

エンコ EN,カル ミコフ NP(2008)ロシア連

邦, トランスバイカル地方ウドゥンガ (中期鮮

新世)より17T;出したサイ化石.日本古生物学会

2008年年会 (2008/07,仙台).

10) 平滑聡,中川良平,m波伯,西岡帖一郎 (2008)

沖縄県宮古島無明の穴から在出したカグラコウ

モ リ屈上顎臼歯の予察的記叔および比較.節 34

回日本洞窟学会大会 (2008/08,浜松).

ll)伊藤毅,高井正成,西村剛 (2008)マカク属にお

ける鼻腔と上顎洞の形態変異とその系統解析-

の応用.第 24回日本詔長類学会大会 (2008/07,

東京).

12)河野盃絡,平山Wf,園田哲平,高橋亮雄,仲谷英

夫,酒井哲弥,高井正成,荻野慎太郎,甲能直樹,

高菜祐司,青木良輔 (2008)島根県松江市の中新

統古浦屑より発見された陸生脊椎動物.化石研

究会第 130回例会 (2008/ll,三田).

13) 近藤信太郎,内藤宗孝,二神千春,花村窮,後藤

賢一,有地粂一郎,高井正成 (2008)CT両像を用

いたマカク属の下顎骨外側面にみられる骨隆起

の観察.第 62回日本人類学会大会 (2008/10-ll,

名古屋).

14)′ト薮大輔,市井正成,柿創,遠藤秀紀 (2008)三

次元幾何学的形態測定による神奈川m･耗化石コ

ロブス類の系統解析と食性推定.苅 24回詔技研

学会大会 (2008/07,東京).

15) 松橋義隆,中川良平,西岡佑一郎,小野寺秀和

(2008)静岡県浜松市北区引佐町戸田の竪穴より

発見されたカワウソを含む榔乳獅化石群典.節1

34回日本洞窃学会大会 (2008/08,浜松).

16) 西 村 剛 ,高 井 正 成 (2008)CT を用 い た

Paradolic/10/N-tlleCtIS(オナガザル花科,ヒヒ族)の

舟腔内部構造の分析.節 62回日本人頬学会大会

(2008/10-ll,名古屋).

17) 西村剛,高井正成,senutB,PrieurA,TreilJ(2008)

ParadoIL'chopithecusarvernensis(後期鮮新世,フ

ランス Sengze産)の鼻腔内部構造とその系統的

位置について.第 24回 日本霊長類学会大会

(2008/07,東京).

西岡佑一郎,中川良平,沼波信,平滑聡 (2008)

沖縄県石垣島サビチ洞の裂姉より産出した節四



紀晴乳類化石群集.第 34回日本洞窟学会大会

(2008/08,浜松).

19)西岡佑一郎,中川良平,沼波信,平揮聡 (2008)

八重山諸島の洞窟 ･裂醇より産出した第四紀晴

乳類化石群集 (予報).第 34回日本洞窟学会大

会 (2008/08,浜松).

20)西岡佑一郎,-ジンマウンマウンティン,高井正

成,伊藤毅,タウンタイ (2008)ミャンマー中部

のイラワジ層(後期中新世)から産出したヤマア

ラシ化石(予報).2008年度晴乳類学会大会

(2008/09,山口).

21)荻野慎太郎 (2008)グリソン類 (イタチ科)の化

石記録を用いた分類学的検討.2008年度日本晴
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